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山口まさやさん 3つの政策 

① 未来志向の観光地を藤沢を実現！ 
・新型コロナで疲弊した観光産業を協力に支援 
・居住地と観光エリアが融合した循環型観光の構築 
・レジャーとライフスタイルがイメージできる持続可能
な観光施策の構築 
② 津波対策の拡充！ 
・片瀬海岸 3丁目の津波避難施設整備の早期実現 
③ 特区制度を活用した地域資源の活用促進！ 
・自然・景観・歴史・文化財を活かした持続可能なまちの創造 

 

藤 沢 

市議会議員 山口 まさやさん 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住
み
た
い
ま
ち
№
１
の
藤
沢
市
を
目
指
し
て
！ 

 

日
頃
か
ら
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に
よ
り
、
原
油
価
格
を

は
じ
め
原
材
料
費
の
高
騰
・
物
価
高
な
ど
市
民
生
活
に
甚
大
な
影
響
が

出
て
い
ま
す
。
一
日
も
早
く
今
ま
で
通
り
の
市
民
生
活
や
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
取
り
戻
す
た
め
国
・
県
・市
と
連
携
を
は
か
り
取
り
組
ん
で
行
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
自
民
党
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
総
動
員
し
て
問
題
解
決

を
図
っ
て
参
り
ま
す
。 

ま
た
、
防
災
対
策
も
万
全
に
整
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
星
野
つ
よ

し
内
閣
府
防
災
担
当
副
大
臣
を
先
頭
に
皆
様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ

う
よ
う
取
り
組
み
働
い
て
参
り
ま
す
。 

 

今
後
と
も
ご
支
援
の
程
、
何
卒
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
・ 
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令和 5 年 1 月 1 日（日曜日） 

 

内閣府副大臣 衆議院議員 

 

 

 

 

星野つよし 

 

藤沢市議会議員 

山口まさや × 
対談 

新しい観光・循環型観光の創出目指して！  
 今号は、江の島を中心とする観光スポットを活性化させ、全市を元気にしていこうと設置された湘南藤沢活性

化コンソーシアム顧問で、藤沢市議会議員の山口まさやさんと内閣府副大臣・衆議院議員星野つよしさんに藤

沢の魅力と観光について対談して頂きました。 

自由民主党 党員募集中！！ 

 年会費：一般党員 4,000 円 家族党員 2,000 円 

 ご興味がある方は、自由民主党第 12 選挙区支部までお電話いただくか、 

 右記 URL の星野つよし公式ホームページ「党員募集」よりお問い合わせください。 

  

◆昭和 38年 8月 8日生まれ ５９才 

◆昭和 54年 藤沢市長後中学校卒業 

◆昭和 57年 県立鶴嶺高等学校卒業 

◆昭和 62年 NYエルマイラ大学 

国際関係学科卒 

◆昭和６３年 日本大学法学部卒業 

◆昭和 63年 産経新聞社入社政治部 

◆平成 7年～平成 19年 

神奈川県議会議員 3期 

◆令和 3年 第 49回衆議院総選挙 

4期連続当選 

◆令和 4年 内閣府副大臣就任 

（経済安全保障・防災担当） 

◆昭和 46 年）11月 7日生まれ 51才 
◆みふじ幼稚園卒園 
◆片瀬小・中学校卒業 
◆大清水高校（現藤沢清流高校） 
◆横浜商科大学卒業 
◆藤沢市サッカー協会（副会長） 
◆藤沢市交通安全協会（代議員） 
◆片瀬市民スポーツの会（会長） 
◆湘南藤沢活性化コンソーシアム（顧問） 
◆江の島海水浴場協同組合（顧問） 

◆江の島海水浴場営業組合（顧問） 
◆スバナ通り町内会（顧問） 
◆藤沢鳶職組合（顧問） 
◆湘南藤沢マリン連盟（顧問） 
◆片瀬江ノ島ちょい呑みフェスティバル（実行委員長） 

◆平成 27年藤沢市議会議員初当選 

 (現在 2期目) 建設経済常任委員会 

補正予算常任委員会(委員長) 
  

星野：昨年の NHK 大河ドラマは、「鎌倉殿の 13 人」で白旗神

社の御祭神である源頼朝公の弟義経公を菅田将暉さんが演

じ、楽しく観ていました。山口議員は観光と経済波及効果に関

連する質問をしていますが、「鎌倉殿の 13人」の経済効果をど

のように見てますか。 

山口：藤沢市内には白旗神社以外にも江の島岩屋や長後天

満宮、大庭城跡と関連史跡が沢山あり、かなりの経済効果が

あったと思います。星野副大臣は、IR(カジノ等)も担当しておら

れるので、観光に関しても担当しているのですか。 

星野：直接観光を担当していませんが、IR 担当なので観光全

般についても掌握してなければなりません。 

山口：江の島を中心とする藤沢市の海岸エリアは、歴史文化を

生かした新たな観光スタイルを創造出来ると考えています。 

星野：いつもビーチクリーンに誘って頂きありがとうございま

す。そうした活動などが評価され海水浴場も国際基準に適合

し、ブルーフラッグの認証を受けました。国際観光都市としても

とても大きな可能性があります。 

山口：観光レジャーとライフスタイルが共存する循環型観光を

提案していまして、この日本初の観光スタイルが確立出来れ

ば、世界中から多くの観光客を誘致することが可能です。 

星野：毎年お正月に母校が、箱根駅伝に出場する際は、藤

沢橋まで応援に行くのですが、最近は、国道 134 号線に沿

ってマラソンをしたり、ジョギングをする方が増えましたね。

現在、新型コロナで中止していますが、湘南藤沢市民マラソ

ンに私も出場したことがあるんですよ。 

山口：私も出ました。江の島スタート、江の島ゴールというマ

ラソンコースは景観的にとても気持ちのが良く大変人気が

あります。藤沢市のセールスポイントの一つです。新型コロ

ナで、トレーニングジムが使用出来なかったりして、マラソン

やジョギングをする方が増えたのですね。 

星野：様々な魅力が沢山ある藤沢市です。観光だけでなく

住み続けたいまちにして行きたいですね。リモートワークが

増えてから、藤沢市に移住する方が大変増えています。東

京へも便が良く、休日は自然や歴史文化も豊富で子育てし

易いと評判です。共に協力して様々なライフスタイルを楽し

めるまちにしていきましょう。 

山口：今年の大河は「どうする家康」で藤沢宿にゆかりのあ

る徳川家康が主人公のドラマです。こうしたチャンスを確り

捉え、まちづくりにも活かして行きたいと思います。今日は、

ありがとうございました。これからも宜しくお願い致します。 


